
 

１．団体について、ご記入ください。 

団 体 名  代 表 者  

所 在 地  

＜ご連絡先＞ 

担 当 者  メ ー ル  

電 話  F A X  

２．団体の活動について、ご質問します。 

（1）主な活動場所は、どこですか？ 

例：矢作川△△橋上流右岸、○○川の□□町周辺 

 

（2）主な活動内容には、どのようなものがありますか？ 

例：河川清掃、生物観察、樹木伐採、遊歩道整備 など 

 

（3）主な活動時期は、いつ頃ですか？ 

 

３．矢作川流域圏懇談会について、ご質問します。（あてはまるものに○をおつけください） 

（1）矢作川流域圏懇談会をご存知でしたか？ 

a．はい   b．いいえ 

（2）矢作川流域圏懇談会（川部会）の活動に、参加してみませんか？ 

a．ぜひ参加してみたい b．興味はあるが、参加できるかわからない 

c．全く興味なし 

 

 

 

４．矢作川流域圏懇談会へのご意見・ご要望（自由記入） 

 

  

活動団体アンケートシート（案） 

矢作川流域圏懇談会（川部会）では、川の周りで起こっている課題を解決すべく、市

民・行政・学識者などが参加して、月１回のペースで活動を行っています。 

（詳細は、同封のパンフレットなどをご確認ください。） 

資料３



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記は、「第６回いい川づくりワークショップ」で発表した内容です。 

■矢作川流域圏懇談会とは 

■市民が中心となって、流域圏の課題に取組み、悩んでいます 

団体名：矢作川流域圏懇談会 

発表日：平成 25 年 11 月 2 日 

■矢作川流域圏懇談会イメージ 

◆目的：河川整備計画に基づき、

河川管理者だけでは“絶対”解

決できない課題を解決し、いい

川づくりと調和のとれた流域圏

全体の発展につなげること。 

◆メンバー：個人・市民団体、関係

団体、学識経験者、国・県・市町

村など 100 名以上 

◆活動内容：市民が中心となり、

矢作川現地を学び、意見交換を

行うことを通じて、流域圏の課

題を自分たちで提案し、その解

決に向けた、流域圏一体の取り

組みを行っている。 情報共有
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矢作川流域圏懇談会

勉強会

【全体】 

＜これまでの主な活動＞ 

・市民企画会議（WG） 

・市民会議 

・市民提案による勉強会 

（森の健診、生き物調査、

河川事業の勉強など） 

・全体会議 

各部会での活動の情報交換や流域圏一

体化に向けた議論、市民提案による勉強

会等の活動を行っている。 

【山部会】 

＜これまでの主な活動＞ 

・山村再生担い手づくり

事例集の作成 

・矢作川流域山村ミーテ

ィング 

・森づくり、木づかいガ

イドラインの検討 

検討テーマである「人と地域の問題」、「森

の問題」を解決するため、事例集、ガイ

ドライン作成に向けて活動している。

【川部会】 

＜これまでの主な活動＞ 

・矢作川の瀬・淵調査と

保全・創出方法の検討 

・家下川（支川）の段差

解消・水源確保の検討 

・川の活動情報の共有 

・河川事業のチェック 

「魚の棲みやすい川づくり（上下流問

題）」「地先の課題」をテーマに、モデル

地区での検討を進めている。 

【海部会】 

＜これまでの主な活動＞ 

・ごみ・流木調査 

・干潟生き物調査 

・三河湾内水質調査 

・海へのアクセス調査 

「親しみやすい豊かな海」の実現を目標

に、ごみ・流木問題、絆再生、干潟・ヨ

シ原再生をテーマに活動している。

■活動範囲 

※1

※2

※1：森林組合、漁協、

土地改良区、中電、

矢水協など 

※2：国交省、環境省、農

水省、林野庁、愛知県、

岐阜県、長野県など 

・河川工事の実施に際して、魚、鳥などの生物、植物など詳しい市民、

専門家などとともに現地調査・意見交換を行いながらより良い川づ

くりを行った。 

・ごみ・流木調査や流域圏として統一性のある森林管理、矢作川の森

の恵みが中下流や海まで行き届く取り組みを進めている。 

・２年目から、市民企画会議を新設し、市民主導の運営にシフトした。

 

川づくりの源である山、川づくりを写す海を加え、川づくりを流域

圏という単位で進め、それぞれの地域で川に係る多くの市民、企業、

学識者、行政が連携・協働して河川管理者だけでは“絶対”解決出来

ない多様な課題への取り組みや情報共有・意見交換を山・川・海部会

が毎月２回以上のペースで進めている。 

 

＜活動や事業の発想・視点の先進性やユニークさ＞

■アピールポイント 

＜工夫した計画手法や技術＞ 

着手前 竣工時 


